
各事業の評価の流れ図（構造図） 各事業の評価の流れ図（構造図）＜座長整理案＞

　 〈各事業の量的指標〉 　 〈各事業の量的指標〉

　　　　　〈評価の視点〉 アウトプット ２次的アウトカム 　　　　　〈評価の視点〉 アウトプット ２次的アウトカム

〈各事業〉 〈各事業〉

１　水源の森林づくり １　水源の森林づくり

５　地域水源林整備 ５　地域水源林整備

※1 主に植被率 ※1 主に植被率

４　間伐材の搬出 ４　間伐材の搬出

２　丹沢大山の 下層植生の回復 ２　丹沢大山の 下層植生の回復

　　保全・再生 土壌流出の防止 　　保全・再生 土壌流出の防止

３　渓畔林整備 森林の整備（択抜等） 下層植生の回復 ３　渓畔林整備 森林の整備（択抜等） 下層植生の回復

土壌流出防止対策 土壌流出の防止 土壌流出防止対策 土壌流出の防止

（丸太柵、植生保護柵） （丸太柵、植生保護柵）

６　河川・水路の 生態系配慮の整備 生態系の保全 ６　河川・水路の

　　自然浄化対策 直接浄化対策 水質の浄化 　　自然浄化対策

８　公共下水道の整備 下水道の整備 生活排水の流入の抑制 ８　公共下水道の整備 下水道の整備

９　合併処理浄化槽

９　合併処理浄化槽 高度処理型浄化槽の 窒素・リンの除去 　　の整備

　　の整備 導入

地下水かん養対策 地下水の水位レベルの維持 ７　地下水保全対策

７　地下水保全対策 地下水汚染対策 地下水の水質の維持・改善

　　　　　　　　　　〈評価の指標〉 〈各事業の質的指標〉 <各事業の統合的指標＞ 〈施策全体の目的〉 　　　　　　　　　　〈評価の指標〉 〈各事業の質的指標〉 <各事業の統合的指標＞ 〈施策全体の目的〉

１次的アウトカム 最終的アウトカム １次的アウトカム 最終的アウトカム

評価の時間軸
≪短期的評価（単年度）≫
単年度あるいは５か年の

累計による評価

≪中期的評価（５年）≫
３～５年程度の継続的

モニタリングによる調査結果
による評価

≪長期的評価（10年～20年）≫
５年ごとの定期モニタリング調査結果や

既存の継続的調査による評価
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